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第
一
章
　
諸

論

　
我
々
は
働
く
能
力
を
保
持
し
て
、
寿
命
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
に
適
正

な
食
物
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
適
正
と
は
食
物
の
栄
養
と
い
う
こ

と
と
共
に
、
口
か
ら
入
る
も
の
だ
け
に
そ
の
食
物
が
、
衛
生
的
に
絶
対
無

害
で
あ
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
。
し
か
る
に
昨
今
の
豊
富
な
食
料
品

の
出
現
に
伴
っ
て
、
食
中
毒
事
件
、
消
化
器
系
伝
染
病
等
が
集
団
的
に
、

或
は
散
発
的
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
遺
憾
に
た
え
な
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
春
（
一
九
六
二
年
）
に
あ
た
っ
て
、
我
々
は
弦
に
あ
ら
た
め

て
、
食
品
衛
生
、
特
に
食
品
の
調
理
操
作
を
に
な
う
台
所
の
衛
生
に
つ
い

て
熟
慮
し
て
み
る
必
要
を
痛
感
す
る
。
料
理
を
全
く
衛
生
的
危
害
の
潜
在

し
な
い
も
の
に
調
理
仕
上
げ
る
に
は
、
原
料
食
品
は
勿
論
、
台
所
や
そ
こ

　
　
　
　
消
毒
薬
に
関
す
る
研
究
　
〔
1
〕

に
常
時
配
備
さ
れ
る
食
器
具
類
や
、
調
理
や
給
仕
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
の

手
指
等
も
、
常
に
清
潔
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
従

来
、
熱
湯
消
毒
法
、
殺
菌
灯
設
置
、
石
鹸
使
用
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
夫
等
の
す
べ
て
が
一
般
家
庭
的
に
も
何
時
も
完
全

に
実
施
出
来
る
と
は
い
え
な
い
。
従
っ
て
、
救
上
の
方
法
に
更
に
簡
易
適

確
な
、
そ
し
て
、
無
色
、
無
味
、
無
臭
、
且
つ
、
衛
生
的
に
も
危
害
の
お

そ
れ
な
く
、
台
所
に
て
、
容
易
に
使
用
出
来
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
だ

れ
で
も
が
そ
の
使
用
を
躊
躇
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
弦
に
そ
の
目
的

に
ぴ
っ
た
り
当
嵌
ま
る
理
想
品
と
し
て
食
品
衛
生
の
面
に
急
に
拾
頭
し
て

き
た
薬
剤
が
あ
る
。
即
ち
、
カ
チ
オ
ン
界
面
活
性
剤
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

所
謂
、
逆
性
石
鹸
液
で
あ
る
。
本
剤
は
、
従
来
、
台
所
に
於
い
て
一
部
使

用
さ
れ
た
。
三
〇
二
昌
9
葺
8
の
方
法
に
優
る
と
も
決
し
て
劣
ら
ぬ
台
所
用
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消
毒
剤
と
し
て
、
推
奨
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
抑
々
、
本
剤
（
逆
性
石
鹸
液
）

は
、
病
院
や
そ
の
他
医
療
関
係
機
関
に
於
い
て
の
手
指
先
の
消
毒
洗
浄
剤

と
し
て
販
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
広
く
台
所
の
衛
生
と

い
う
観
点
か
ら
も
応
用
の
域
が
拡
大
さ
れ
、
宣
伝
き
れ
つ
つ
あ
る
事
実
に

鑑
み
、
私
は
そ
の
実
効
を
確
認
す
る
目
的
に
て
種
々
の
病
原
菌
、
主
と
し

て
腸
内
病
原
菌
を
、
ま
ず
対
象
に
、
該
剤
の
殺
菌
効
力
試
験
を
実
施
し
て

み
た
。
私
は
そ
の
逆
性
石
鹸
製
剤
と
し
て
、
先
ず
、
三
共
販
売
品
で
あ
る

ハ
イ
ア
ミ
ン
液
（
口
団
p
ヨ
ぢ
Φ
。
。
9
ロ
臨
8
）
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
尚
、

ハ
イ
ア
ミ
ン
液
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
そ
の
組
成
そ
の
他
に
つ
い
て
概
述

し
て
お
く
。

　
第
二
章
　
ハ
イ
ア
ミ
ン
液
（
国
図
9
日
ヨ
①
ω
O
冒
鉱
○
コ
）
に

　
　
　
　
　
就
い
て

　
即
ち
、
ハ
イ
ア
ミ
ン
は
米
国
、
ロ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
バ
ー
ス
社
の
登
録

名
称
で
あ
り
、
ハ
イ
ア
ミ
ン
液
は
消
毒
剤
と
し
て
従
来
用
い
ら
れ
て
き
た

ク
レ
ゾ
ー
ル
石
鹸
液
・
石
炭
酸
。
昇
巨
水
等
に
か
わ
る
、
無
色
、
無
味
、

無
臭
、
無
害
で
、
し
か
も
殺
菌
力
が
強
い
と
い
わ
れ
る
厚
生
省
指
定
代
用

消
毒
薬
で
あ
る
。
一
般
に
陽
性
石
鹸
又
は
逆
性
石
鹸
と
よ
ば
れ
る
一
連
の

化
合
物
の
一
種
で
あ
る
。
そ
の
組
成
は
、
下
記
の
如
く
で
あ
り
、
塩
化
ベ

ン
ゼ
ト
ニ
ウ
ム
の
δ
≦
＼
＜
ま
水
溶
液
で
あ
る
。
　
用
途
と
し
て
は
、
そ

の
特
色
よ
り
次
の
様
に
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ω
　
食
品
衛
生
分
野
で
は
、
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b
、

C
、

調
理
、
給
仕
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
手
の
消
毒
、
洗
浄
に

使
用
後
の
食
器
の
消
毒
洗
浄
に

タ
オ
ル
、
フ
キ
ン
等
の
消
毒
洗
浄
と
悪
臭
除
去
の
た
め
に

食
品
貯
蔵
庫
、
食
堂
、
調
理
場
等
の
消
毒
洗
浄
に

医
療
関
係
で
は

医
師
、
歯
科
医
師
、
獣
医
師
、
看
護
婦
、
助
産
婦
等
の
手
の
消
毒
洗

浄
に
ガ
ー
ゼ
、
繍
帯
、
白
衣
等
の
消
毒
洗
浄
に

手
術
用
器
具
の
消
毒
洗
浄
に

手
術
室
、
診
療
室
、
病
室
の
消
毒
洗
浄
、
脱
臭
に

環
境
衛
生
分
野
で
は

理
髪
盾
、
美
容
院
等
に
お
い
て
は
、
櫛
、
ブ
ラ
シ
、
鋏
、
バ
リ
カ
ン

等
の
調
髪
用
具
の
消
毒
、
洗
浄
に

丹
毒
、
ふ
き
出
も
の
等
を
予
防
す
る
た
め
の
消
毒
、
兼
、
洗
髪
剤
と

し
て
理
髪
店
、
美
容
院
の
室
内
調
度
品
等
の
消
毒
洗
浄
剤
と
し
て



d
、
学
校
、
劇
場
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
浴
場
等
の
室
内
調
度
品
の
消
毒
洗

　
　
浄
、
脱
臭
、
及
び
、
汽
車
、
電
車
、
バ
ス
等
の
乗
物
の
消
毒
に

等
々
と
、
極
め
て
儀
範
な
利
用
域
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
抑
々
、

代
用
消
毒
の
認
定
に
際
し
て
は
、
総
じ
て
石
炭
酸
が
基
準
に
腸
チ
フ
ス
菌

を
効
力
検
査
の
対
象
と
し
て
実
験
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
私

は
、
こ
の
効
力
検
査
の
対
象
と
す
る
供
試
菌
の
わ
く
を
拡
大
し
て
、
多
数

の
腸
内
病
原
菌
、
及
び
化
膿
球
菌
（
病
原
性
ブ
ド
ー
球
菌
）
等
を
使
用
し

た
。
即
ち
、
そ
れ
等
の
供
試
菌
種
は
、
次
章
に
列
記
の
如
く
で
あ
る
。

　
第
三
章
　
供
試
菌
並
に
実
験
方
法
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検
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消
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に
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す
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〕

お
．
　
該
）
δ
9
切
．
2
び
霞
2
δ
巴
ω
（
結
核
菌
）

㈲
　
国
団
㊤
8
冒
①
－
。
・
o
ε
江
8
液

滅
菌
蒸
溜
水
を
以
っ
て
、
毎
実
験
の
都
度
新
た
に
表
示
の
各
濃
度
に
、
稀

釈
調
製
し
た
。

⑥
　
実
験
方
法

叙
上
の
各
戸
は
、
切
・
言
ぴ
①
同
。
巳
。
ω
冨
の
み
を
除
き
、
他
は
す
べ
て
、
　
一

応
寒
天
培
養
（
鵯
。
〇
二
〇
時
閲
〉
の
新
し
い
菌
を
そ
れ
ぞ
れ
、
　
一
々
ブ

イ
ヨ
ン
に
解
き
、
此
の
菌
浮
遊
液
を
、
各
表
示
の
如
く
、
別
途
に
準
備
し

た
、
種
々
濃
度
の
、
国
蜜
ρ
ヨ
コ
甲
ω
o
ご
ω
δ
昌
液
に
注
下
し
、
表
示
の
各
時

間
別
に
各
供
試
菌
の
国
鴇
帥
ヨ
一
昌
¢
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
観
察
し
た
。

第
四
章
　
実
験
結
果
並
に
結
論

　
今
絃
に
、
実
験
結
果
を
纒
め
る
と
、
表
．
不
の
如
く
、
ハ
イ
ア
ミ
ン
液
の

腸
内
細
菌
類
に
対
す
る
殺
菌
効
果
は
、
は
る
か
に
想
像
を
越
す
も
の
で
あ

っ
た
。
か
く
の
ご
と
く
、
瞬
間
的
に
殺
菌
出
来
、
し
か
も
、
無
味
無
臭
と

い
う
特
色
は
、
全
く
す
ば
ら
し
く
、
医
療
機
関
室
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、

台
所
衛
生
へ
と
、
広
く
進
出
し
、
顕
著
な
効
果
が
十
二
分
置
期
待
出
来
、

而
か
も
、
そ
の
効
果
は
、
求
め
ら
れ
て
決
し
て
我
々
の
要
望
を
裏
切
る
こ

と
は
絶
対
に
な
い
も
の
と
信
ず
る
。
但
し
、
藪
に
特
に
附
記
し
て
お
き
た

い
こ
と
は
、
本
実
験
に
供
試
し
た
出
饗
ヨ
冒
。
液
は
、
殺
菌
作
用
を
主

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
洗
浄
作
用
は
、
中
性
洗
剤
（
ア
ニ
オ
ン

界
面
活
性
剤
）
に
は
、
幾
分
劣
る
こ
と
は
、
免
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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消
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研
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1
〕

こ
で
此
の
欠
点
を
補
う
目
的
に
て
、
野
望
9
8
ぎ
①
ω
o
ご
江
。
戸
（
逆
雑
石
験
）

に
非
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
を
加
え
た
も
の
が
国
嵩
臼
ぎ
①
↓
ω
o
一
口
江
。
昌

で
あ
る
。
而
し
て
本
剤
（
逆
性
石
鹸
）
の
殺
菌
機
転
は
、
帯
電
性
の
両
者

の
相
違
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
逆
性
石
鹸
が
陽
性
荷
電
で
あ
る
に
反

し
、
細
菌
は
陰
性
荷
電
で
あ
る
た
め
に
、
両
者
相
接
触
す
れ
ば
陽
、
陰
、

相
中
和
し
て
、
即
死
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
陰
性

荷
蹴
性
の
一
般
石
鹸
や
、
中
性
洗
剤
（
ア
ニ
オ
ン
界
面
活
性
剤
）
等
と
の

混
用
は
、
絶
対
に
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
是
等
が
混
在

す
れ
ば
、
陽
、
陰
、
両
イ
オ
ン
は
、
相
中
和
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
双
方
共

に
効
能
を
喪
失
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
何
時
の
場
合
で
も
、
此
の

適
当
濃
度
の
逆
性
石
鹸
液
（
国
饗
目
上
①
液
）
で
充
分
浸
し
、
洗
し
た
後
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菌
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、
解
放
性
結
核
患
者
の
喀
出
じ
た
喀
疾
で
、
無
数

に
結
核
菌
を
鏡
検
上
、
認
め
た
も
の
、
及
び
小
川
培
地
に
純
培
し

た
人
当
結
核
菌
を
、
出
来
る
だ
け
、
こ
ま
か
く
充
分
に
食
塩
水
中

に
解
き
込
み
、
之
を
、
各
濃
度
の
国
饗
匿
言
①
二
野
に
一
定
量

ず
つ
注
入
し
て
、
表
示
の
如
く
、
各
時
間
別
に
、
結
核
菌
の
生
死

を
観
察
し
た
。
即
ち
、
結
核
菌
は
、
そ
れ
が
喀
畠
中
の
も
の
で
あ

っ
て
も
、
純
培
養
し
て
後
、
食
塩
水
に
浮
遊
し
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
私
の
実
験
範
囲
で
は
出
賓
ρ
日
一
昌
①
の
影
響
を
認
め
得
な
か

っ
た
。
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に
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子
大
学
教
授
平
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一
士
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実
験
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さ
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に
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の
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意
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す
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